
■機関誌「道肢連協」で８月のポテトボウルが紹介されました 

　北海道肢体不自由児者福祉連合協会の機関誌「道肢連協」秋号（１０月３０
日付）で、今年８月２５日に札幌市円山競技場で行われた第５１回肢体不自由
児者チャリティアメリカンフットボールゲーム・ポテトボウル２０２４が紹介
されました。 

　ポテトボウルは同連合会の協力を得て、道アメフト協会が特別後援、道学生
アメフト連盟が主催して実施してきました。新型コロナウイルスの影響などで
中断が続いていましたが、５年ぶりの開催となりました。当日は車椅子の５人
と家族を招待し、北海道学生選手権の北海道大－東京農業大戦を観戦してもら
いました。 

　記事では「ポテトボウル２０２４が５年ぶりに開催されました！」の見出し
とともに、試合前に両校監督への花束贈呈と、北海道アメフト協会からの寄付
金目録の贈呈を写真付きで紹介。「フットボールの試合を初めて観戦した参加
者もあり、部員の方から詳しくルールの説明を受けるとともに、選手たちの
様々な動きやぶつかり合いをグラウンドの間近で感じながら、試合を見学して
いました」と、参加者たちの様子も伝えています。




